
 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心を育てる学校の環境を整えて 

土気南小学校長 

 校庭の桜の木も花が咲き終わった後、次から次へと新しい葉を茂らせ、

今では新緑が太陽の光にキラキラと輝いています。そこには、伸びよう

とする、生きようとする命のたくましさを感じます。子ども達も同じよ

うに、伸びようとする、成長しようとする力に満ち溢れています。登校

して来たときの子ども達の挨拶からも、その元気の良さやエネルギーを

感じています。 

花壇の花々が色とりどりに咲いていて、とても見事です。きっと学習

参観の折には、保護者の方の目にも留まったことと思います。用務員さ

んが種から時間をかけて一つ一つ丹精を込めて育てた花苗を花壇に植

え直しました。きれいな花壇、色とりどりの花々を見るだけで、とても明るく幸せな気持ちになるものです。

きっと、子ども達の豊かな心を育てることにもつながっていくと思います。あらためて、子どもを育てる学

校環境を整えていくことの大切さを感じています。そういえば、昨年の始業式には、「花にはそれぞれの美

しさやすばらしさがあり、人も同じで個性があり、それぞれのよさやすばらしさを輝かせていきましょう。」

という話をしたことを思い出しました。今も、その思いは変わりません。一人一人がよいところをさらに伸

ばしていってほしいと思います。そして、一人一人が自分自身のきれいな花を咲かせてほしいと思います。

ちなみに、今年度の始業式は「ありがとう」の言葉の大切さについて話をしました。（詳しくは、土気南小

のホームページの「校長室だより」をご覧ください。近日アップします。） 

 

いのちを大切にする放送集会 

千葉市では、４月を「いのちの安全教育月間」として、命の尊さやすばらしさ、自分を尊重し大事にする

こと、相手を尊重し大事にすること、一人一人が大事な存在であることを学ぶことになっています。本校で

も、１年間を通して月に１回、「いのちを大切にする放送集会」を行う予定です。 

４月２５日（火）に１回目の放送集会を行いました。私からは、「命を大切にするということは、自分を

大切にすること、相手を大切にすること」という話をしました。養護教諭からは「プライベートゾーン」に

ついての話がありました。命、プライベートゾーンともにとても大切な内容です。各ご家庭でも、お子さん

にどんな話だったかを聞いてみてください。そして、そのことについてもう一度話をしてみてください。 

令和５年４月２８日 
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①子どもにこにこサポートについて 

 

 

 

 

 

 

 

②学校における合理的配慮の提供について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月）尿検査 1次② 2 次①  

２日（火）お弁当の日 特別日課 

     避難訓練 

３日（水）憲法記念日 

４日（木）みどりの日 

５日（金）こどもの日 

１０日（水）６年３D ｽｺﾘｵ検査 

１１日（木）４年歯科検診 ２年内科検診 

１２日（金）１年生を迎える会 

１５日（月）委員会活動 

１６日（火）市教研 特別日課 ６年租税教室 

１７日（水）６年プール清掃 １年歯科検診 

１８日（木）６年内科検診 

１９日（金）特別日課 

２２日（月）１年・対象者眼科検診 

２５日（木）１・５年対象者耳鼻科検診 

      尿検査２次② 

２６日（金）尿検査２次② 

２７日（土）特別日課 

スポーツフェスタ（運動会） 

      ６年農山村留学保護者説明会 

２９日（月）振替休業 

３１日（水）防犯訓練② 

千葉市からのお知らせ 

５月の行事予定 

 千葉市教育委員会では、相談員が子どもたちの悩みや不安などの相談にのる「子どもにこにこサ

ポート」を実施しています。相談内容は、体罰や性的な嫌がらせ、いじめなどについてです。相談

方法は電話相談と手紙相談があります。先日（２４日）に配付しました手紙相談用紙で切手を貼ら

ずに投函できます。相談用紙は年４回（４月、７月、10 月、12 月）配付します。また、いつでも

相談できるように、相談用紙は学校やお近くの公民館に置いてあります。千葉市教育委員会ホーム

ページからも用紙をダウンロードできます。 

学校からのお知らせ 

◆「生命（いのち）の安全教育月間」の取組 

 ４月１１日に配付しました学校だより「南風にのって」にてお伝えしました「生命（いのち）の安

全教育月間」の取組の一つとして、校内の死角点検を行いました。特別教室等は使わない時は施錠ま

たは扉を開放します。構造的に死角となりってしまう場所については、管理職を始め、職員による不

定期な見回りを行います。 

 

 平成 28 年 4 月１日から公立学校において、合理的配慮の提供が義務となっております。合理的

配慮は、子供に合った必要かつ適当な変更及び調整で、特定の場面において必要とされ、過度な負

担を課さないものです。学校に合理的配慮の提供を求める場合には、学校（学級担任）に申し出て

ください。 

 


